
に気をつけて!
最高気温が30℃を超える日も増えてきていよいよ夏本番！

最近は新型コロナウイルス感染症対策で夏でも常時マスクをしているため
のどの渇きを感じにくく、水分補給を忘れがちになり

熱中症の危険性が高まっています。
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所 沢 診 療 所 か ら の お た よ り

健 康 と 安 心 を お 届 け す る

ペットボトルを使うと簡単です

水500ml

砂糖20ｇ
＝大さじ２またはペットボトルのキャップ摺切り３杯

糖尿病や血糖値が気になる方は
砂糖は入れずに代わりに
レモン果汁小さじ1を
入れてください

麦茶500ｍｌ～1Ｌに
梅干し１個を入れただけでも、

手軽に塩分と
クエン酸を補給できます

塩1.5g
＝親指・人差し指・中指の
　３本の指でひとつまみ

こんな症状があったら要注意！“隠れ熱中症”かもしれません

熱中症熱中症

マスクで熱がこもっ
ている可能性あり

顔が（身体が）いつもよりホカホカする。動いただけで顔がほてる。

足がつりやすくなった。立ちくらみがする。

食欲がない。疲れやすい。

頭痛、吐き気、倦怠感。 まずは水分補給をしましょう。放っておくと
症状がどんどん悪化する可能性があります

つ く り か た

熱中症予防に飲むのでは
なく、脱水症状の改善のた
めに用いるようにしてくだ
さい。症状が改善しない場
合は、すぐに医療機関を受
診してください。

冷やしすぎずに
１回に

50㎖～150㎖を
1～2分おきに
飲みましょう

暑中お見舞い
申し上げます

出典：新型コロナウイルス感染症に
関する情報　環境省・厚生労働省



所沢診療所
☎04-2924-0121  FAX04-2921-1349

ケアセンターとこしん
☎04-2924-1119  FAX04-2929-5505

介護付有料老人ホーム 桂の樹
☎04-2923-3695  FAX04-2923-3703

toko-soshiki@mcp-saitama.or.jp
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午前
8：30
〜

11：30

内科
禁煙
血液

内科
禁煙
胃カメラ

内科
禁煙

栄養相談※

内科
禁煙
物忘れ
循環器
糖尿病

内科
禁煙
循環器

内科
禁煙

血液膠原病
※第３のみ

午後
14：00
〜

16：30

内科
禁煙
血液

休診
内科
禁煙

栄養相談※

内科
禁煙
糖尿病

休診 休診

夜間

7/9（第2土）、7/18（月）海の日、日曜は休診です。
訪問診療、往診をご希望の方は、☎04-2924-0121までお電話ください。

待ち時間短縮のため予約をお勧めしています。
お電話にて予約をお取りします。当日も可。

個別送迎も
やっています

水

金

17：30～
19：00
18：00～
19：30

休診 休診
内科
禁煙

※第2・4のみ

訪問診療（往診）

訪問診療（往診） 訪問診療（往診）

休診
内科
禁煙

血液膠原病
休診

診療受付時間 月 火 水 木 金 土

外来のご案内
〒359-1143
所沢市宮本町2-23-34

今年は医療生協さいたまが
合併して30年の記念yearです

その2

新聞ちぎり絵サークルのご案内
所沢第二支部のサロン活動です。新聞をちぎって貼るだけ！
毎月第３火曜日13時半～所沢診療所１階ラウンジにて。
参加費無料、どなたでも参加できます。
興味のある方は担当：清水070-2154-7355までお申し込みください。

インタビュアー：事務長　小林曜子

その当時勤めていた人に誘われて入職した３人。元町の診療所は
３階建てでしたが外来は１階のみで、患者さんが入りきれないこ
ともあったとか。外来が終わってから往診に行き、夜8時頃までか
かっていたそうです。 2階には「鳩尾堂」という鍼灸院があって労
災の患者さんの治療を行っていたと聞き驚きました！小児科もあ
り子ども保健教室なども積極的に行っており生協ならではの取り
組みはとても楽しかったそうです。「辞めたい」と思ったことも実は
幾度もあったそうですが、困難を乗り越えることができたのも民医
連の仲間がいたから、仕事のやりがいが生きがいにつながってい
たから。今は続けてきてよかった、と笑顔で語ってくれました。これ
らの職員に支えられて今の診療所があるのですね！所沢診療所の
財産です。これからもよろしくお願いします。

合併前を知るベテラン職員インタビュー合併前を知るベテラン職員インタビュー

1998年入職
勤続24年
臨床検査技師
熊久保栄子

1991年入職
勤続31年
医事課
指田秀子

1995年入職
勤続27年
臨床検査技師
高山やよい

インタビュアー
事務長　小林曜子
インタビュアー

事務長　小林曜子

梅雨の時期もそろそろ終了し、本格的に夏がやってきます。
夏といえば気になるのは熱中症ですね。初期症状に気づいたら早

めに涼しい場所に移動し、体を冷やして休養をとりましょう。夏は部
屋の中で、クーラーをつけていても熱中症になることがあります。こ
まめに水分をとりながら、塩分の補給も忘れずに過ごしましょう。表
に経口補水液の作り方を載せてみました。夏休みにお子さんやお孫
さんと一緒に作ってみてはいかがでしょうか。また、脳梗塞は夏に多

小暑
7月7日頃

しょうしょ

今月の
二十四節気

7月に気をつけたいからだのこと

だんだん暑さが増していくという意味で、梅雨明けも近くなり、
湿っぽさの中にも夏の熱気が感じられるようになります。海や山に出かけるのにもいい時期です。
また、小暑と大暑を合わせたおよそ1か月を「暑中」といい、「暑中見舞い」を出す期間とされています。

く発生します。汗をかいて血液がどろどろしてくるのが大きな原因で
す。熱中症のような症状にプラスして顔や手足に麻痺がある場合、
例えばうまくしゃべれなくなったり、手足の動きが急に悪くなるなど
の症状は脳梗塞の可能性があります。救急車を呼び、早めに対応す
ることが重要です。暑い夏、元気に乗り越えていきましょう。


